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２．大学の将来構想  

 本学は創立以来、日本の食料基地である北海道十勝

の立地条件を生かし、農畜産に関する基盤研究実績に

基づく実践的な教育研究活動を展開してきた。国立大

学法人化に伴い本学は、教育では畜産衛生学分野に特

化した人材育成、研究ではアジア地域における獣医・

畜産の融合分野のトップレベルの学術研究拠点の形成、

社会貢献では地域社会並びに国際社会との連携を中期

目標とし、世界最高水準の獣医・農畜産系大学を目指

している。 

 開発途上国では多くの家畜がトリパノソーマ病やピ

ロプラズマ病などの種々の原虫病に感染し、診断・予

防・治療法の開発が遅れているため、甚大な経済的被

害が引き起こされ、動物性蛋白質資源の生産及び安全

確保への危機感が地球規模で問題となっている。一方、

先進国ではBSEや0157感染、クリプトスポリジウム症な

ど食品の安全性への不安が世界規模での問題となって

いる。これらの感染症はその多くが動物由来感染症で

あり、農畜産物を介して人に伝播する可能性が高いこ

とから、畜産衛生分野における「農場から食卓まで」

の食の安全への関心が急速に高まっている。したがっ

て、これら感染症の予防・診断・治療方法の確立に結

びつく基礎並びに応用研究の充実は急務であり、その

ための研究体制の構築が必要である。 

 本学は上記の目標を達成するため、教育並びに研究

組織の充実を図って来た。特に国際的な獣医学教育レ

ベルに近づけるために、実質的に獣医学教育に参画す

る教員の増員を実現している。また、平成14年度には

学科改組と「アドバンス制教育システム」を導入した。

また、研究組織では、獣医・畜産系大学では唯一の全

国共同利用施設（全共）である原虫病研究センター、

BSEや食品媒介感染症を研究する大動物特殊疾病研究

センターなど特色のある研究施設を設置している。 

 本学における食の安全確保を担う高度職業人の育成

を更に発展させるため、原虫病研究センターを中核と

して、21世紀COEプログラム「動物性蛋白質資源の生産

向上と食の安全確保-特に原虫病を中心として-」を計

画し、１）（全共）原虫病研究センターを中心とした

獣医畜産領域における人畜共通特殊疾病の基盤一応用

開発研究拠点の構築、２）獣医学と畜産学が融合した

大学院畜産衛生学専攻の設置、３）家畜疾病診断方法

と動物ワクチンの国際基準作成を行う唯一の獣医国際

機関である国際獣疫事務局（OIE）のリファレンスラボ

ラトリーの認定、の３点を重要項目としてプログラム

を推進する。これらの成果を基盤に「動物食肉乳製品

の安全監視」に関するアジア地域 NO.1 の研究教育組

織を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本学では、平成14年度から人事、予算、運営等につ

いて、学長のリーダーシップと執行部による運営戦略

会議を軸とした新しい大学意志決定システムを構築し

ており、本プログラムの中核組織となる原虫病研究セ

ンターに対して下記のような支援を実施している。 

（1）予算措置：センターの運営費、研究費、施設整備

費等について重点的に配分している。また、国際的に

研究活動を展開しているため、世界一流の研究者交流

についても重点的な予算措置を実施している。 

（2）研究組織の改編：本プログラムの研究組織は、（全

共）原虫病研究センター、（学共）大動物特殊疾病研

究センター、獣医学科、畜産科学科あるいは食品科学

に関連する教員により組織する。その運営は拠点リー

ダーを中心とし、組織的に推進する。（3）施設・スペ

ースの整備：平成9年及び平成14年に研究施設の増築・

整備を行った。原虫病研究に関しては、発生工学実験

施設、SPF動物実験飼育室、免疫解析研究室、P3レベル

動物室等を有するアジア有数の研究施設である。 

（4）研究者及び研究支援者の措置：研究機関研究員、

研究支援推進員、リサーチアシスタントを重点的に配

置している。 
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３．達成状況および今後の展望 

 本プログラム「動物性蛋白質資源の生産向上と食の

安全確保-特に原虫病を中心として-」では、１）原虫

病研究を中心とした人畜共通特殊疾病の国際研究拠点

の構築、２）獣医学と畜産学が融合した大学院畜産衛

生学専攻の設置、３）国際獣疫事務局(OIE)の国際機関

との連携を３大重点目標とし、下記のような成果が得

られた。 

１）原虫病・感染症の世界的研究拠点形成 

 本プログラムの実施により、教員・若手研究者・大

学院生が一体となって研究レベルを質・量ともに飛躍

的に押し上げた。その実績として、最近5カ年での国際

的学術雑誌掲載論文数が約400報に達し、当該分野での

着実かつ地道な実学的研究成果の蓄積に加え、生命科

学系３大誌（ネイチャー・サイエンス・セル）に掲載

されるような革新的学術成果が得られた。これらの成

果は、全学の教員数が150名の小規模単科大学として大

変際立った成果であり、畜産衛生学領域において世界

トップ5の学術拠点を目指していた本学にとって、その

名に相応しい研究水準を確保したと考えられる。また、

これらの研究成果は国内外からも高く評価され、平成

17年度には国際監視部門（新規３研究分野）の増設、

国内外の大学や研究機関との共同研究の増加、原虫病

研究センターの若手教員がプロジェクト研究代表者と

なった総額1-5億円規模の外部資金獲得（３件）、スイ

スに拠点を置く研究財団から総額12万ドルの外部資金

獲得などの大型外部資金の獲得により、世界トップレ

ベルの原虫病総合研究施設として認知されつつある。 

２）大学院畜産衛生学専攻の設置 

 食の安全に関する人材育成を目的として、本プログ

ラムに参画している教員を中心とする獣医学と畜産学

が融合した本学独自の大学院の設置を図った結果、本

プログラムの活動が多方面から評価され、平成16年度

に大学院畜産学研究科畜産衛生学専攻修士課程、18年

度には同専攻の博士課程の設置が認められた。本専攻

は、「食の安全」に関する大学院としてその独自性が

世界的にも際立っている。また、大学院の実質化を実

践した国際的に通用する教育プログラムに対して、平

成18年度「魅力ある大学院教育」イニシアティブプロ

グラムに採択された。 

３） 国際機関との連携 

 OIEは、動物や動物由来製品の輸出入に関連する国際

規約並びにワクチン及び診断法の国際標準を作成し、

人や動物の安全上必要な条件を規定する唯一の獣医国

際機関である。原虫病研究センターは、原虫株や試料

の保管、新たな国際標準の診断技術の開発、学術的な

会議の開催、国際協力機構（JICA）による研究コース

や技術講習など積極的に推進して来た。その結果、原

虫病研究センター及び２名の教員が３種類の原虫病に

ついて、OIEのリファレンスラボラトリー及び専門家と

してそれぞれ認定された。 

４）今後の展望 

 21世紀COEプログラムの実施により、原虫病を中心と

する感染症、食の安全を担う高度な専門技術者・大学

教員・研究者などを継続的に輩出することが可能とな

り、名実共に畜産衛生学に特化した国際的教育研究拠

点形成が達成された。21世紀において世界的な温暖化

などにより安全で十分な動物性蛋白質資源の確保が

益々必要とされると考えられ、今後も本プロジェクト

で推進された原虫病を中心とした感染症に関する研究

や人材育成体制を発展させて行くことが重要である。

すでに、平成17年度より文部科学省の「新興・再興感

染症研究拠点形成プログラム」事業に原虫病研究セン

ターも参画し、原虫病を主体とする人獣共通感染症の

制圧の分野を担っている。したがって21世紀COEプログ

ラム終了後も、本学では大学の特徴を表す原虫病研究

センター、大動物特殊疾病研究センター、大学院畜産

衛生学専攻に対して、重点的に支援して行く予定であ

る。これらの支援により、国内外の研究機関との共同

研究の推進、JICAとの連携による研修コース等の若手

研究者の育成、開発した技術の現場への移転、OIEなど

のコラボレーティングセンター等の認証により、本学

を畜産衛生学に重点化したアジア・環太平洋地域を代

表する獣医・畜産系単科大学から、イギリス・ドイツ・

米国・南アフリカなどの当該分野での世界「トップ５

研究機関」に名を連ねる、動物及び人獣共通原虫病の

研究を中心とする世界的教育研究拠点として更に発展

させる予定である。 
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(拠点リーダー)

Igarashi Ikuo 
五十嵐 郁男 

 
 
原虫病研究センター・教授 

 
 
原虫病診断学 
医学博士 

 
 
総括 

Nagasawa Hideyuki 
長澤 秀行 

 
原虫病研究センター・理事 

 
感染免疫学 
医学博士 

 
原虫病感染防御機構の解明 

Suzuki Hiroshi 
鈴木 宏志 

 
原虫病研究センター・教授 

 
発生工学 
博士(獣医学) 

 
宿主免疫機構の発生工学的研究 

Xuan Xuenan 
玄  学南 

 
原虫病研究センター・教授 

 
遺伝子工学 
農学博士 

 
原虫感染病理の遺伝子工学的研究 

Igarashi Makoto 
五十嵐 慎 

 
原虫病研究センター・助教授 

 
原虫病免疫学 
博士（医学） 

平成16年3月11日追加 
原虫病感染防御抗原に関する研究 

Yokoyama Naoaki 
横山 直明 

 
原虫病研究センター・助教授 

 
分子生物学 
博士(獣医学) 

 
人畜共通感染症の診断技術開発 

Inoue Noboru 
井上  昇 

 
原虫病研究センター・助教授 

 
原虫病免疫学 
博士(獣医学) 

 
原虫・宿主相互細胞機能の病理学的研究 

Kawazu Shinichiro 
河津 信一郎 

 
原虫病研究センター・教授 

 
分子寄生虫学 
博士(獣医学) 

平成18年11月16日追加 
原虫・宿主相互細胞機能の生物学的研究 

Kanuka Hirotaka 
嘉糠 洋陸 

 
原虫病研究センター・教授 

 
遺伝学 
医学博士 

平成17年12月1日追加 
マラリア原虫媒介ベクターコントロール法の確立 

Nishikawa Yoshifumi 
西川 義文 

 
原虫病研究センター・助教授 

 
原虫病学 
博士（農学） 

平成17年12月1日追加 
人獣共通原虫感染症に対する組換えワクチンの開
発 

Fukumoto Shinya 
福本 晋也 

 
原虫病研究センター・講師 

 
分子原虫病学 
博士（獣医学） 

平成17年12月1日追加 
マラリアにおける宿主感染防御機構の解析 

Makino Soichi 
牧野 壮一 

 
原虫病研究センター・教授 

 
微生物学 
医学博士 

 
細菌感染症のリスク評価に関する研究 

Imai Kunitoshi 
今井 邦俊 

  
原虫病研究センター・教授 

 
ウイルス学 
獣医学博士 

平成16年3月11日追加 
ウイルス性家禽疾病の予防法に関する研究 

Sato Eiki 
佐藤 栄輝 

 
原虫病研究センター・助教授 

 
薬理・毒性学 
農学博士 

 
細菌毒素の防御法に関する研究 

Kawamoto Keiko 
川本 恵子 

 
原虫病研究センター・助教授 

 
感染免疫学 
獣医学博士 

平成16年3月11日追加 
食品有害微生物の感染免疫機構に関する研究 

Furuoka Hidefumi 
古岡 秀文 

 
畜産学部・教授 

 
病理学 
獣医学博士 

平成16年3月11日追加 
ＢＳＥを含む産業動物由来感染症の病理学的解析 

Watarai Masahisa 
度会 雅久 

 
畜産学部・助教授 

 
病原微生物学 
博士(医学) 

 
細菌性人畜共通感染症の発症機構に関する研究 
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Sekikawa Mitsuo 
関川 三男 

 
大学院畜産学研究科（畜産衛生学
専攻）・教授 

 
食肉科学・歯学博士 

 
食肉の安全性保証システムの開発 

Kanayama Toshihisa 
金山 紀久 

 
大学院畜産学研究科（畜産衛生学
専攻）・教授 

 
フードシステム学 
博士（農学） 

 
フードシステムの構築に関する研究 

Miyamoto Akio 
宮本 明夫 

 
大学院畜産学研究科（畜産衛生学
専攻）・教授 

 
畜産衛生学 
農学博士 

 
家畜生産向上の生殖工学的研究 

Urashima Tadasu 
浦島  匡 

 
大学院畜産学研究科（畜産衛生学
専攻）・教授 

 
畜産化学 
農学博士 

 
乳・乳製品の安全性確保に関する研究 

Okamoto Meiji 
岡本 明治 

 
畜産学部・教授 

 
草地学 
農学博士 

 
肉骨粉の処理法に関する研究           

Ito Shigeru 
伊藤  繁 

 
畜産学部・教授 

 
フードシステム学 
農学博士 

 
食品安全確保の制度モデルの構築 

Kojima Michiyuki 
小嶋 道之 

 
畜産学部・助教授 

 
食肉科学 
博士(農学) 

 
家畜健康度指標の開発 

Fukushima Michihiro 
福島 道広 

 
畜産学部・教授 

 
脂質生化学 
博士(農学) 

 
微生物由来生理活性物質による脂質代謝機構の解
明 

Tetsuka Masafumi 
手塚 雅文 

 
畜産学部・助教授 

 
生殖内分泌学 
Ph.D 

 
家畜生産向上の生殖内分泌学的研究 

Kuchida Keigo 
口田 圭吾 

 
大学院畜産学研究科（畜産衛生学
専攻）・教授 

 
畜産管理学 
博士(農学) 

 
食肉製品の衛生品質管理システムの構築 

Nakamura Tadashi 
中村  正 

 
畜産学部・講師 

 
糖質化学 
農学修士 

 
乳・乳製品の衛生的品質の安全性に関する研究 

Fujisaki Kozo 
藤崎 幸蔵 

 
原虫病研究センター・教授 

 
節足動物衛生工学 
農学博士 

平成18年11月16日辞退 
バイオ殺ダニ剤の開発研究 

Sugimoto Chihiro 
杉本 千尋 

 
原虫病研究センター・教授 

 
獣医原虫学 
獣医学博士 

平成17年10月5日辞退 
多機能ワクチンの開発研究 

Horiuchi motohiro 
堀内 基広 

 
原虫病研究センター・助教授 

 
獣医公衆衛生学 
博士(獣医学) 

平成15年8月4日辞退 
ＢＳＥの生前診断技術開発 

Saito Atsushi 
齋藤 篤志 

 
畜産学部・教授 

 
病態生理学 
獣医学博士 

平成18年3月16日辞退 
原虫病の免疫病理学的研究 

Oboshi Kenji 
大星 健治 

 
畜産学部・教授 

 
臨床獣医学 
獣医学博士 

平成17年3月10日辞退 
原虫病診断技術の臨床応用研究 

Otani Masayuki 
大谷 昌之 

 
畜産学部・教授 

 
家畜生産衛生学 
博士（農学） 

平成16年3月11日辞退 
家畜生産衛生に関する管理システム構築 

Hidari Hisashi 
左 久 

 
畜産学部・教授 

 
食肉衛生学 
農学博士 

平成18年3月16日辞退 
食肉の危険因子低減化方法の開発研究 

Mikami Masayuki 
三上 正幸 

 
畜産学部・教授 

 
食品衛生学 
農学博士 

平成17年3月10日辞退 
非加熱食肉製品の安全性に関する研究 

Maeda Akihiko 
前田 秋彦 

 
原虫病研究センター・助教授 

 
獣医公衆衛生学 
博士（獣医学） 

平成16年3月11日辞退 
ＢＳＥの診断技術開発 

Miyazawa Takayuki 
宮澤 孝幸 

 
畜産学部・助教授 

 
ウイルス学 
獣医学博士 

平成17年12月16日辞退 
ウイルス性人畜共通感染症の発症機構に関する研究 

Yamagishi Norio 
山岸 則夫 

 
原虫病研究センター・助教授 

 
臨床獣医学 
博士（獣医学） 

平成17年6月3日辞退 
大動物の衛生管理技術の開発 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) 246,000 175,000 161,000 
147,000 

（  14,700 ）

135,780 

（  13,578 ） 
864,780 

帯広畜産大学（A02）―2頁 



 
 

様式２ 
【公表用】 

  

６．拠点形成の目的 

１）原虫病の重要性 

 21世紀において、人類が十分な動物性蛋白質を確保

するためには、アフリカ、アジア、南米地域での家畜

生産性向上が必要とされている。しかし、世界の家畜

飼育数の70％以上はこれらの開発途上国で飼育され

ているが、その生産量は世界の30％にしか過ぎない。

この低い生産性の原因の50％以上は、トキソプラズマ、

ネオスポーラ、バベシア、トリパノソーマ等の原虫の

家畜への感染によるもので、これらの地域の家畜の生

産性を著しく低下させている。原虫病に対する研究は

世界の多領域の研究分野で遂行されているが、いまだ

完全な予防薬及び治療薬は存在しない。また、原虫病

は家畜の生産性低下の主因となっているのみならず、

いくつかは人にも感染し、人畜共通感染症として先進

国においても重要な公衆衛生上の問題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

このような状況にいち早く対応し、問題の解決を図る

ために、帯広畜産大学には、1990年に『原虫病分子免

疫研究センター』が設置され、家畜の原虫病対策、特

に、予防・治療法開発及び原虫病抵抗性に関する分子

免疫学的研究が鋭意進められた。そして10年間の研究

成果を基盤に、平成12年度には、国内獣医系16大学唯

一の全国共同利用施設として『原虫病研究センター』

が新設され、国内の研究者はもとより海外の研究者と

の共同研究を積極的に展開している。 

 

２）食の安全を脅かす感染症 

 近年、腸管出血性大腸菌O157、牛海綿状脳症(BSE)、

黄色ブドウ球菌食中毒など、食の安全を巡る諸問題が

続発し、かつてないほど国民の安全な食品確保に対す

る関心と要望は強くなっている。また、わが国は半分

以上の食物を海外に依存し、特に東南アジア諸国から

多種・多様の食品や食材を輸入している。これら東南

アジア諸国においては、食中毒菌や高病原性鳥インフ

ルエンザなどの新興・再興感染症の原因となる病原体

などによって食品が汚染されることが多い。また、旅

行者や動物の国際的移動が増加し、輸入感染症の国内

への侵入も危惧されている。したがって、食品汚染の

実態や輸入感染症の発生状況を詳細に検討し、原虫や

細菌・ウイルスによる輸入食品媒介感染症や食中毒の

発生を未然に防止するための技術開発、検疫体制の強

化及び国際的連携が重要である。 

 

３）本プログラムの目的 

 以上のように、原虫病は人の公衆衛生、畜産物の生

産向上の大きな障害となっており、人や食品のグロー

バル化に伴い、原虫病を中心とした感染症に対する研

究・教育分野の活性化が必要とされている。そこで、

本プログラムは、獣医・畜産系大学では唯一の全国共

同利用施設である原虫病研究センターを中核として、

獣医学・畜産科学両領域の有機的な融合による新たな

教育研究基盤を構築し、原虫病を中心とした感染症研

究の世界的研究拠点の形成、「食の安全確保」に貢献

しうる、世界に伍する能力を持った若手研究者の養成

を重要目標とした。また、国際協力機構（JICA）との

連携による研究コースの実施や国内外の大学、研究機

関、国際機関との連携をはかり、世界の中でただひと

つしか存在しない、畜産衛生学に重点化した世界オン

リーワンの国際的教育研究機関への飛躍的発展を目

的とし、下記の３つを重要目標とした。 

(1) 原虫病研究センターを中心とした獣医畜産領域

における人畜共通特殊疾病の基盤一応用開発研

究拠点の構築。 

(2) 獣医学と畜産学が融合した大学院畜産衛生学専

攻の設置。 

(3) 家畜疾病診断方法と動物ワクチンの国際基準作

成を行う唯一の獣医国際機関である国際獣疫事

務局（OIE）のリファレンスラボラトリーの認定。 

これらの研究を通じて、獣医学・畜産学における原虫

病を主体とした感染症研究での世界競争で学術頂点

を目指し、本研究センターが世界の獣医原虫病学術情

報の発信基地となり、次世代の研究者からノーベル医

学生理学賞候補者が輩出される基盤を形成すること

を拠点の将来像とした。 
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７．研究実施計画 

国内獣医・畜産系大学唯−の全国共同利用施設であ

る『原虫病研究センター』を中核とし、これまでの家畜の

原虫病に関する研究実績を基礎に、世界の獣医畜産学

領域における蛋白質資源の生産性向上と食の安全確

保に関する研究拠点形成に向け、組織一丸となった研

究計画を立案した。原虫病研究センター教授から、「原

虫病の制圧」による動物性蛋白質資源の生産向上研究

グループと「食の安全確保」を中心とした研究グループ

の責任者を選任し、拠点リーダーが統括した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）動物性蛋白質資源の生産向上 

原虫のゲノム解析、発生工学的手法、原虫の宿主へ

の寄生機構等の基礎研究、自殺原虫ワクチン、原虫病

の治療及び予防法などの応用研究を推進する。 

（1）原虫のゲノム解析 

 原虫のゲノム及びcDNAライブラリーの解読に基づき、

ワクチン候補、薬剤標的等の有用遺伝子を検索する。 

（2）動物の原虫感染における発生工学的研究 

 トキソプラズマ原虫遺伝子導入マウスの作製、種々の

遺伝子欠損マウスを用いて原虫由来の免疫誘導遺伝

子及び原虫感染動物の耐病遺伝子の機能解析を進め

る。 

（3）原虫・宿主相互の免疫病理学的研究 

 主としてバベシア原虫を用いて、原虫の宿主細胞へ

の感染、増殖、病原性に必須な成分の構造解明につい

て検討する。 

（4）自殺原虫による多価機能ワクチンの開発研究 

 細胞外寄生性原虫であるトリパノソーマを用いて作製

したプロトタイプの誘導致死変異原虫（自殺原虫ワクチ

ン）を更に発展させ、細胞内寄生原虫ではトキソプラズ

マを用いて自殺原虫を作製し、試験管内での致死誘導

試験、実験動物を用いた効果試験を行う。 

 

(5)予防獣医学に関する研究 

  ネオスポーラ症、クリプトスポリジウム症の原虫病、

家畜生産病の診断法の確立を推進する。 

(6) 家畜の効率的な繁殖技術の開発 

  健康で泌乳能力の高い乳牛の生産のための飼養管

理に関する群管理システム、新しい生殖技術について

検討する。 

 

２）食の安全確保 

 原虫病の診断法、安全な乳肉生産を目的としたベクタ

ー・コントロール・システムの開発、食品媒介性の原虫・

感染症の疫学調査、畜産食品の安全性を確保するため

の検査法や診断法、予防法の開発を実施する。 

（1）原虫病診断技術開発 

 原虫病に対する迅速・簡便な血清診断法、新規の遺

伝子診断法であるLAMP法の開発を数種の原虫を用いて

更に発展させ、野外への応用を図る。さらに経済疫学

的手法を用いた原虫病の被害、予防対策のモデルに応

用する。また、これらの特許の取得、実用化に向けた企

業との共同研究、国際的な認定のための国際研究ネッ

トワークの構築を進める。 

（2）安全な乳肉生産を目的としたベクター・コントロー

ル・システムの開発 

 原虫病制圧を目的としたベクター・コントロール・シス

テムの開発と実用化を目的として、マダニの中腸と唾液

腺に特異的な消化酵素群と生体防御分子群が、マダニ

の吸血、消化並びに原虫媒介に果たす役割を分子細胞

生物学的に明らかにするとともに、これらを用いたバイ

オ殺ダニ剤と抗マダニワクチン・原虫病媒介阻止ワクチ

ンの可能性を検証する。 

（3）食の安全を脅かす感染症の制御に関する研究 

 危険ウイルス性感染症の高感度な診断法の開発と応

用、生物テロの候補となる危険度の高い感染症（炭疽、

ブルセラ症など）の診断・予防法の開発、BSE診断技術

の改良を検討する。このために、海外との密接な共同

研究を進展させ、国外での応用について検討する。 

（4）食品安全性に対応したフードシステムの構築に関

する研究 

 食品の生産現場から食卓までの過程で問題となる食

品媒介感染症の科学的な根拠に基づいたリスク評価法

の確立、食中毒菌の原因食品摘発技術の開発を実施

する。また、食の安全性を確保するため、フードシステ

ムにおけるトレーサビリティシステムや衛生品質管理シ

ステムの経済性を踏まえた導入指針を作成する。 
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８．教育実施計画 

１）これまでの人材育成 

 本学の大学院教育は、本学独自の大学院修士課程に

加えて、博士課程は連合大学院への参画によって実施

されて来た。すなわち獣医学分野は基幹大学である岐

阜大学連合獣医学研究科、農学分野は岩手大学連合農

学研究科にそれぞれ参画して、大学院生に対する研究

教育を実施してきた。また、東京大学大学院農学生命

科学研究科の大学院生とドイツ・ミュンヘン大学から

留学生を特別学生として受け入れ、博士号取得のため

の研究教育指導を行って来た。また、製薬会社等から

研究生を受け入れて、学位取得のための研究教育指導

を行っている。更に、文部科学省案件であるJICA上級

原虫病研究コースへの外国人研究員に対する研究教

育指導、国際共同研究による海外学術調査を通じた技

術移転やJICAプロジェクトによる技術移転を通じて、

国際的な人材育成にも努めてきた。 

 

２）本学の将来構想における専門職大学院の設置計画 

１． 緊急新設理由 

 国民、国の安全保障に影響を及ぼす「食の安全」に

関する基礎研究開発・実践技術習得を目的とした大学

院畜産衛生学研究科による国際専門獣医師並びに国

際的食肉乳衛生監視員のための職業専門員養成過程

における高度人材育成は日本の最大緊急課題である。

日本のフードバスケット（食料庫）に位置し、日本唯

一の（全共）原虫病研究センターを有する大学研究施

設として日本の国益に貢献することを目的として、新

しい形態の大動物を中心とした畜産衛生学分野に特

化した大学院新設が必要である。 

 

２．社会的背景 

(1）最近の獣医・畜産学の動向 

 世界的な自由貿易体制の拡大による、動物及び乳・

肉加工食品の国際的流通機構の簡素化、迅速性などか

ら国際的に認知された獣医専門医制の確立による人

類社会への安全性確保が世界的認識となり、すでに先

進諸国連合による獣医専門医による実施体制が確立

されはじめている。特に、学術研究は、分子生物学の

発展による高度診断・予防法の確立への世界的標準化

に向けられている。 

(2)重要人畜共通感染症の侵入 

 原虫病をはじめとしてBSEや細菌兵器（炭疽など）

など、食の安全を脅かす農畜産物由来病原体に関して

は、食肉衛生専門技術者並びに上級原虫専門医の高度

教育研究組織の確立が急務である。施設設備の充実し

た原虫病研究センターを活用し、世界に認知される職

業専門人養成機関としての大学院畜産衛生学研究科

の新設は日本社会に対する急務である。 

(3）環太平洋諸国の獣医師再教育による高度人材育成 

 国際獣疫事務局（OIE）並びに日本国法定家畜伝染

病予防法に規定されている家畜並びに人獣共通感染

症及び獣医関連重要疾病の日本独自の搬入阻止検疫

の確立が急務であるが、その獣医専門医を養成可能な

組織は今のところ存在しない。専門家再教育による国

際専門獣医師及び食肉乳衛生専門監視員を養成し、動

物由来感染症及び食肉乳衛生の防疫体制の確立を目

的としたアジア唯一の高度教育・研究機関として国際

社会に奉仕する。 

 

３．目的・役割 

(1）本研究科は「食の安全」に関する高度な専門知誠

と優れた応用力を生かして、独創的かつ先駆的な研究

を遂行しうる研究者及び社会の多様な方面で活躍で

きる高度技術者を養成し、国際社会における食肉乳の

安全監視による社会の繁栄に寄与することを目的と

する。 

(2）世界で活躍できる人材養成を目的として国際的に

通用する英語主体の研究教育体制を執り、日本人・外

国人の別なく受け入れて、世界の突出した研究教育機

関と単位の互換性を活用した世界に開かれた組織と

する。 

(3）日本唯一の「食の安全」に関する専門職大学院は、

世界的視野に立つ環太平洋地域の拠点研究教育機関

として、BSE、原虫病、炭疽等の食品有害微生物など

関連研究領域を含めて社会における動物及び人の健

康保持、医療と予防に関する専門的職業人に必要な高

度な技術者、教育者及び研究者の養成を目的とする。 

 

９．研究教育拠点形成活動実績 
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①目的の達成状況 

１）世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の目的

達成度 

本プログラムは、１）原虫病研究を中心とした獣医

畜産領域における人畜共通特殊疾病の国際研究拠点

の構築、２）獣医学と畜産学が融合した大学院畜産衛

生学専攻の設置、３）国際獣疫事務局（OIE）等の国

際機関との連携を３大重点目標とした。上記の目標を

達成するため、「動物性蛋白質資源の生産向上」グル

ープと「食の安全確保」グループの２研究グループ体

制を構築し、各研究グループにより原虫病の制圧を中

心とした研究を推進し、想定通りの成果を挙げること

が出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その理由として、原虫のゲノムや抗原機能解析、原

虫の宿主細胞侵入機構の解明、原虫病に対する治療・

ワクチン開発、家畜生産病の予防、原虫病の診断法の

開発・疫学調査、原虫媒介性節足動物の免疫機構・ワ

クチンの検討、食中毒・BSE・鳥インフルエンザに対

する診断・サーベイランスシステムに関する研究を推

進し、最近5カ年での国際的学術雑誌掲載英文論文数

が約400報以上に達し、当該分野での着実かつ地道な

実学的研究成果の蓄積に加え、生命科学系３大誌（ネ

イチャー・サイエンス・セル）に掲載されるような革

新的学術成果を得ることが出来た。これらの成果は、

全学の教員数が150名の小規模単科大学として大変際

立った成果であり、畜産衛生学領域において世界トッ

プ5の学術拠点を目指していた本学にとって、その名

に相応しい研究水準を獲得したと考えられる。また、

これらの研究成果は国内外からも高く評価され、新た

に国際監視部門が設置され、5年間の任期付教員が採

用され、一層研究の活性化に貢献している。また、研

究組織の科学研究費獲得の増加、原虫病研究センター

の若手教員がプロジェクト研究代表者となった総額

1-5億円規模の外部資金獲得（３件）、スイスに拠点

を置く研究財団（FIND）から総額12万ドルの外部資金

獲得などの成果が得られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、人材育成に関しては、岐阜大学及び岩手大学

の連合獣医学研究科、連合農学研究科の大学院生の人

材育成に加えて、食の安全に関する専門的職業人の研

究者の育成を行うため、本プログラムの教員を中心と

した本学独自の畜産学研究科畜産衛生学専攻の修士

過程が平成16年に、同専攻博士過程の設置が18年に認

められた。この新たな大学院の開設により、毎年10-15

名の博士課程の学生を受け入れ、その３分の１以上が

アジア・アフリカからの留学生であり、外国人留学生

には本学独自の奨学金制度も導入している。また、設

置初年度にも関わらず、「魅力ある大学院プログラム」

に採択されている。本研究科の設置により、原虫病研

究を中心とする感染症、食の安全を担う高度な専門技

術者、分野指導者、研究者を継続的に輩出することが

可能となった。また、国際協力機構（JICA）との連携

により実施している開発途上国の中堅研究者の人材

育成を目的とした「上級原虫病研究コース」も10年間

の活動が評価され、平成17年からは、「食の安全確保

のための人獣共通感染症対策コース」として発展拡充

され、原虫病に加えて新興・再興感染症に関する人材

育成も可能となっている。 

 さらに欧米の大学や研究機関との共同研究も更に

発展し、これらの共同研究によって得られた研究成果

の応用に関しても、途上国の大学や研究機関、 JICA

研修員との研究ネットワークを形成することにより、

本プロジェクトの研究成果の応用も開始されている。

また、本プロジェクトの研究実績をもって、日本や世

界の原虫病の対策に貢献するために、農林水産省の動

物検疫体制の強化や国際機関との連携を推進した結

果、平成19年5月には、原虫病では我が国で唯一の国

際獣疫事務局（OIE）リファレンスラボラトリーとし

て認定された。リファレンスラボラトリーとして認定
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された３種類の原虫病のうち、２種類（馬ピロプラズ

マ症、ウシバベシア病）に関しては世界で唯一の認定

機関であり、他の１種類（スーラ病）も世界で２番目、

アジアで最初の認定機関となった。以上のように、本

プロジェクトの中核となった原虫病研究センターに

おいて国際的にも認証された研究拠点が形成された

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）人材育成面での成果と研究拠点の寄与 

 人材育成面での本プログラムの成果として、本学独

自の大学院研究科博士課程の設置が挙げられる。これ

まで、食品衛生あるいは畜産衛生に関わる専門家が不

足していたため、動物性食品由来の食中毒対策あるい

は人畜共通感染症対策の実施による「農場から食卓」

までの食の安全保障ができない現状にあった。「食の

安全と安心」確保について、教育研究面からの対応を

図るためには、獣医学分野と畜座学分野の融合領域の

創設と融合領域による高度人材育成が我が国におけ

る最大緊急課題である。本学も、今までの人材育成組

織が、岐阜大学及び岩手大学の連合獣医学・農学研究

科に分かれていたため、幅広い知識と技術を有した真

の食の安全に関する人材育成が不可能であった。そこ

で本学は、本プログラムに参画している教員を中心と

して、我が国で初となる動物由来食品の安全性評価と

生産から加工・流通に至る衛生管理に関わる職業専門

人養成のための畜産衛生学専攻（修士課程）を平成16

年度に開設した。さらに「食の安全」に関する高度な

専門知識と優れた応用力を生かして、独創的かつ先駆

的な研究を遂行しうる研究者及び社会の多様な方面

で活躍できる高度技術者の養成を目的として、平成18

年度に博士課程を設置した。また、アジア、アフリカ

地域の若手研究者及び実務経験を有する社会人から

の要請により、主に留学生及び社会人を対象とした秋

季入学制度や外国人留学生のためには本学独自の奨

学金制度を設けている。これらに加えて、国際的研究

ネットワークの形成を目的としたシンポジウムの開

催、学術交流協定の締結により、海外からの留学生を

積極的に受入れ、多くの留学生の人材育成の進展が図

られた。また、大学院生の学会発表におけるベストプ

レゼンテーション賞、優秀発表賞、大会長賞の受賞、

大学院で主として行われた研究業績に対して日本獣

医学奨励賞、井上研究奨励賞も授与されている。更

に、大学院生が研究プロジェクトを立案し、日本学術

振興会のDC1、DC2特別研究員奨励を獲得してい

る。 

 また、本プログラムの推進により、大学院生やポス

トドクトラルフェロー（ポスドク）に対する研究スペ

ースの提供や経済的支援が図られた。具体的には、連

合獣医学・連合農学研究科の大学院学生に対する競争

的研究資金制度の充実、大学院畜産学研究科畜産衛生

学専攻の学生に対するミュンヘン大学、ベットスイス

大学、テキサスAM大学との教育・研究における協力体

制の推進が実施されている。これらの人材育成の推進

により、本プログラムにより成果を挙げたポスドク及

び大学院生が国内外の大学、研究機関の教員、研究職

に採用され、若手研究者の輩出が図られている。 

３）研究活動面での新たな分野の創世と学術的知見等 

 糖鎖は種々の細胞の表面に存在し、細胞間の相互認

識機構や、病原体の侵入に関与している。また、原虫

は免疫回避機構など癌細胞と類似した面を多く持っ

ているので、癌の免疫活性機構や糖鎖を原虫ワクチン

開発に応用する新たな試みが行われている。また、米

国TIGRとの共同研究によるタイレリアやバベシア原

虫のゲノム解読及びマラリア原虫との比較による病

原微生物の進化論への新たな知見、遺伝子改変原虫の

作製、自殺原虫ワクチンのプロトタイプ作製、イムノ

クロマト法やLAMP法などの家畜原虫病に対する簡便

で迅速な血清、遺伝子診断法の開発、ダニベクターの

消化、変態、脱皮に関する遺伝子の解析などの成果が

得られており、今後の原虫病に対する薬剤、ワクチン

開発へ進展することが期待される。 

 また、BSEの迅速組織診断法の開発、炭疽、ブルセ

ラ症、出血熱ウイルスの感染過程や診断法の開発と応

用、細胞内寄生菌の感染初期過程の解明等の成果が得

られた。 

４）事業推進担当者相互の有機的連携 

 本プログラムは、原虫病研究センター、獣医学科及

び畜産科学科の教員を大学横断的に組織して研究を

推進した。研究拠点の運営を円滑に行うために、各研
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究グループの代表者からなる連絡協議会を組織し、毎

月2回研究、予算、人事について打合せを行い、有機

的な連携を図った。また、研究拠点全体の研究発表会

を年2回開催し、プロジェクトテーマの統一的方向性

を確認し、活発な研究教育活動を展開した。一方、本

学独自の大学院も本プログラムに参画している教員

を中心に運営しているため、研究と教育の連携が円滑

に行われ、両グループが両輪となって大学独自のプロ

グラムを推進した。 

５）国際競争力のある大学づくりへの貢献度 

 国内の大学（東京大学、大阪大学、北里大学、長崎

大学）や公的研究機開（動物衛生研究所、国立感染症

研究所、国立医薬品食品衛生研究所）、行政機関（農

林水産省所管の動物検疫所、厚生労働省所管の検疫

所）や民間との共同研究（化学及血清療法研究所、共

立製薬）との連携強化による共同研究を促進した。ま

た、海外における感染症の教育研究機関（ミュンヘン

大学、ワシントン州立大学、テキサスAM大学、モンゴ

ル農業大学）との学術交流協定の締結をおこなった。

また、国際獣疫事務局（OIE）専門部会に2003年から

毎年出席し、研究成果の発表を行っている。更に原虫

病研究センターが2007年5月に、原虫病では日本で初

めてOIEのリファレンスラボラトリーに認定された。

現在、国連食糧農業機関（FAO）の協力センター

（Collaborating Center）の認証を申請中である。 

６）国内外に向けた情報発信 

 研究成果を国際的に発信するため、本プログラムで

は原虫病に関する国際シンポジウムの開催（帯広国際

原虫シンポジウム「マダニとマダニ媒介性疾病に対す

る研究・制圧戦略」2004年、「Parasite and Vector 

Genomics」2005年、「第15回日独原虫病シンポジウム」

2006年）や他大学とのCOE合同シンポジウム（北海道

大学、大阪大学）も開催した。更に、国内外で開催さ

れる国際学会やシンポジウム（国際寄生虫学会、世界

獣医寄生虫学会、第11回世界獣医診断学会（バンコッ

ク）、日韓寄生虫フォーラム、日米医学寄生虫学シン

ポジウム、アジア寄生虫学者連盟シンポジウム（千葉）

での発表、特別講演を行った。一般市民や産業界への

情報発信として、「家畜衛生に関するワークショップ」

を６回にわたり開催した。また、マスメディアを通じ

た情報発信として、放送大学の特別講義によるプロジ

ェクトの紹介番組の放送（45分番組）、一般科学雑誌

での本プログラムの紹介を行った（科学（岩波書店）、

蛋白質核酸酵素）。 

 

７）拠点形成経費補助金の使途について 

 研究リーダー連絡会議により重点的に配分する分

野を決定し、補助金の趣旨に従い、研究設備、研究者

の雇用、消耗品とバランス良く使用し、研究経費の効

率的・効果的な使用を行った。なお、本経費について

は主として若手研究者の雇用経費に使用されている

が、研究に要する直接経費は、学内経費、科学研究費

等の活用を積極的に行っている。 

 

②今後の展望 

 本学は我が国で唯一の獣医畜産系単科大学として、

日本の食糧基地・北海道十勝平野にあって獣医農畜産

分野における専門職業人の育成及び研究を推進して

きた。本21世紀COEプログラムの推進により、本学に

大学院畜産衛生学専攻博士課程が設置され、大学院重

点化単科大学として第一歩を踏み出した。今後、小さ

いながらも畜産衛生学に重点化した「個性輝く大学」

として、更なる充実発展が期待される。 

 また、本プログラムの中核組織である原虫病研究セ

ンターは本プログラムの推進により、日本寄生虫学会

や日本獣医寄生虫学会から、研究組織、施設、研究内

容のみならず、大学院やポスドクの育成や国際協力機

構研究コースの実施などの人材育成面でも高く評価

されている。また、研究実績、国際学術集会の開催、

OIEのリファレンスラボラトリーとしての認定などに

より、国際的な評価も高い。平成17年度には文部科学

省の事業として感染症分野研究の活性化と人材育成

を目的とした「新興・再興感染症研究拠点形成プログ

ラム」にも選定され、今後アジアを中心として、国内

外の研究機関と連携を強くし、この地域を代表する研

究機関として更に発展することが期待される。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内に与え

た影響度） 

 本学は国内唯一の獣医・畜産を専門とするユニーク

な単科大学として存立してきたが、本研究プログラム

の推進により、大学の将来的な長期目標が一層明確に

なった。また、学内横断的な研究グループの形成が促

進され、本学のような地方の単科大学でも特徴のある

教育研究を行うことにより大学の評価が高まり、大学

全体の活性化や大型外部資金の獲得に結び付く等、大

学運営に大きな影響を与えた。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 （事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者（３名程度）） １．演題：Prion Protein interactions and TSE diseases.   講師：Dr.Byron Caughey（Rocky Mountain Laboratories,National Institute of Health, USA）   日程：平成15年2月17日，帯広畜産大学原虫病研究センター・P-Kホール   参加人数：70名（うち外国人25名）  ２．演題：テキサスA＆M大学における食の安全教育プログラム   講師：Dr.Tony W. Brown（テキサスA&M大学）      Stephen B. Smith（テキサスA&M大学）   日程：平成15年7月30日，帯広畜産大学原虫病研究センター・P-Kホール   参加人数： 80名（うち外国人30名）  ３．演題：vecterとしてのマダニ、とくにライム病病原体とレゼルボア宿主の関係を中心として   講師：Dr.James H. Oliver Jr.（南ジョージア大学終身教授・寄生虫節足動物研究所長）   日程：平成15年9月9日，帯広畜産大学原虫病研究センター・P-Kホール   参加人数：70名（うち外国人30名）  ４．演題：国際獣医学について   講師：小澤 義博（国際獣疫事務局（OIE）特別顧問）   日程：平成15年10月8日，帯広畜産大学原虫病研究センター・P-Kホール   参加人数： 60名（うち外国人20名）  ５．演題：2004年帯広国際シンポジウム「マダニとマダニ媒介性疾病に対する研究・制圧戦略 －特にマダニ媒介性疾病に対するマダニ生物活性物質（TBM）について－」   講師：Vish Nene（米国・ゲノム研究所TIGR）      P.Willadsen（オーストラリア・連邦科学研究機構CSIRO）      R.Bishop（ケニア・国際畜産研究所ILRI）   日程：平成16年8月3日～8月5日，帯広畜産大学原虫病研究センター・P-Kホール   参加人数： 70名（うち外国人20名）  ６．演題：Parasite and Vector Genomics   講師：James Ajioka（英国・ケンブリッジ大学）      Neil Hall（米国・ゲノム研究所TIGR）     Arnab Pain（英国・Sanger研究所）   日程：平成17年7月10日～7月15日，札幌コンベンションセンター（札幌市），帯広畜産大学原虫病研究センター   参加人数： 70名 (うち外国人30名)  ７．演題：第15回日独原虫病シンポジウム   講師：Heinz Mehlhorn (ドイツ・ジュッセルドルフ大学)           Astrid Tenter (ドイツ・ハノーバー獣医科大学)           Alan Johnson (オーストラリア・アデレード大学)        日程：平成18年9月16日～9月21日，帯広畜産大学原虫病研究センター   参加人数：100名 （うち外国人40名）  ８．演題：第1回タイ－日本合同感染症フォーラム   講師：Leelaowadee Sangsuk (タイ・厚生省感染症研究所)           Pranee Thawatsupha ((タイ・厚生省感染症研究所))           Panagiotis karanis (ドイツ・ケルン大学)        日程：平成19年1月29日～1月30日，サイアムシティホテル（タイ） 参加人数：150名（うち外国人60名） 
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２．教育活動実績【公表】 博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を含む）、実施時期、具体的内容 食食食食のののの安全確保安全確保安全確保安全確保にににに向向向向けたけたけたけた教育研究組織教育研究組織教育研究組織教育研究組織のののの創設創設創設創設     我我我我がががが国初国初国初国初のののの畜産衛生学専攻畜産衛生学専攻畜産衛生学専攻畜産衛生学専攻のののの新設新設新設新設    平成１４年度の２１世紀ＣＯＥプログラム「動物性蛋白質資源の生産向上と食の安全確保―特に原虫病研究を中心としてー」（生命科学）に採択された。さっそく、ＣＯＥの研究グループを中核として、本学の将来構想と中期計画に沿った新たな教育研究組織の創設準備に入った。２年後の平成１６年度に「畜産衛生学独立専攻 博士前期課程」を新設し、高度な研究レベルと活力ある研究スタッフに支えられた国際舞台で活躍できる「食の安全の科学的な確保」に関わるプロフェッショナルな人材育成がスタートした。特に前期課程では、大学院教育の実質化を徹底させ、「食の安全」について、「農場から食卓まで」のフローに沿った分野横断的な実社会を見据えたカリキュラムを、獣医学と畜産学を融合させた教育組織で推進している。平成１８年度には博士後期課程がスタートし、いよいよ国際的な食の安全科学の教育研究システムの稼働が始まった。同年度に、文部科学省の「魅力ある大学院教育イニシアティブ」に本専攻の「食の安全に関わる高度専門家育成プログラム」が採択された。本専攻では、大学院生に対し当該分野において国際的な視野で常に良い人間関係を構築することの重要さを体験させるべく、ＣＯＥプログラムの国際共同研究に参画してもらい、加えて、海外でのインターンシップを必修化して、国際感覚の活性化に力を入れている。「食の安全」は実社会の問題であることから、教育には実務者のリーダーや関連する国際組織のメンバーなど、国内外からの協力を得て、常にアップデートの問題を題材に議論をするスタイルを貫いている。こういった一連の活動の結果、本専攻での国際的な雰囲気と海外連携拠点の形成が着実に進んでいる。 教育内容教育内容教育内容教育内容のののの特徴特徴特徴特徴     本専攻プログラムでは、「農場から食卓まで」のフローに沿った実学に根ざした教育内容をおこなっている。教育スタッフは、原虫病研究センター（全共）、大動物特殊疾病研究センター（学共）および畜産科学系のＣＯＥ研究グループのメンバーからなり、国際レベルの研究活動と密接に関係した以下の４つの特徴からなる教育プログラムとなっている（図１）。①教育効果を上げるため、１年を４セメスター制とし、各科目は２ヶ月間で集中的に履修する。②そのため、前期課程では総合型授業（講義・実習の一体化）を導入し、横断的な広い分野の要点を体験とともにインプットできるようにしている。③大学院生は教員と共同で、主に社会での実務者のリーダーを対象にしたワークショップを企画・運営し、ラボでの研究成果を社会に情報として提供する際の様々なノウハウを学ぶ。④後期課程では海外でのインターンシップを必修化して、国際的視点で、自分の関わる研究分野が社会にどのように貢献しているか、すべきかを強く意識できるようにする。本専攻では、３講座（動物医科学、環境衛生学、食品衛生学）、７分野を置き、連携しながら教育研究を推進している（図１）。 新新新新しいしいしいしい大学院教育大学院教育大学院教育大学院教育のののの効果効果効果効果     本専攻では、ＣＯＥプログラムの国際共同研究の枠組みを活用し、各海外連携拠点から特別講義の講師を招へいし、英語によるアップデートな話題を軸に、基礎・応用・実際の最新情報を取り込み、議論することを続けている（図２）。また、大学院生を海外の連携拠点に共同研究参画やインターンシップで派遣し、同時に連携先からの人材を本専攻にも受け入れ、若手人材交流を進めている。このような大学院教育プログラムを継続してゆくことで、以下のような成果が期待される。 １．国際感覚の備わった獣医・畜産分野を横断的に理解する「食の安全確保」専門家を輩出 ２．食の安全分野の国内外ネットワーク構築 ３．途上国畜産衛生レベルの向上によるボーダレス時代への対応 ４．大学院教育実質化の人材育成成果の学内外への波及効果 ５．教育・研究に対する第３者評価・助言（国際評価委員会）  



機関名： 帯広畜産大学  拠点番号： Ａ０２    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価  （総括評価） 設定された目的は概ね達成され、期待どおりの成果があった （コメント） 研究教育拠点形成計画全体については、小規模の大学の特徴を生かし、教育と研究の目的を原虫病と食の安全に絞り、その実現のための畜産食品を中心とした新たな専攻の設置など、組織の構築を図るとの目的は概ね達成された。その成果の一端はＯＩＥリファレンスラボラトリー認定という形で実っている。 人材育成面では、入学制度などに工夫を加えて国の内外特に途上国から大学院生やポスドクを集める努力を行い、若手研究者の育成プログラムを充実して世界的に数が少ない原虫病研究者の育成に貢献したことは評価される。 研究活動面では、原虫病の制圧に関する多くの研究を推進してその成果を論文の形で発表するとともに、複数回の国際シンポジウムを開催した。また学外研究施設との共同研究も活発に展開し、多くの共同研究の成果をあげたことは評価されるが、本事業推進担当者が主体となる研究の更なる充実が期待される。 補助事業終了後の持続的な展開については、原虫病と食の安全という二つの目標の有機的な連携を更に強化することと、情報発信力を更に充実することが期待される。  

 


